



















































































1 ）第一次隠岐調査・八束半島調査：昭和 9 年 5 月 23 日～27 日、5 月 27 日～31 日
　薩南十島調査を終えたアチックの一行は、鹿児島から広島回りで一路隠岐へ向った。敬三、小川
徹、早川孝太郎、宮本馨太郎、高橋文太郎、村上清文らは、広島で礒貝勇に面会（礒貝は広島から
途中の西城まで同行）し、東城経由で 23日松江着、午後 6時 20分発「隠岐丸」（定期船。499噸）に
乗船、途中、境港に寄港し、薩南十島調査後、一旦博多に戻っていた桜田勝徳（以下、桜田）がこ































2 ）第二次隠岐調査：昭和 10 年 8 月 10 日～23 日
　第一次隠岐調査後、桜田勝徳・山口和雄・岩倉市郎の三人によってあらためて隠岐調査が行われ





































































































































































































　この調査後、桜田は昭和 15年に農林省水産局嘱託になり、昭和 16年に紀元二千六百年（昭和 15
年）記念事業として『日本科学史』の編集が始まり、「漁業篇」の「漁船・海藻採取等」の担当に
なる。その関係からか昭和 18年に「出雲の海草採取村を訪ねて」として隠岐・島根半島の再調査







































































































　安達和太郎は昭和 10年 4月に上京しアチックにて糸満漁民の出漁の話をしたほかにも、同年 6













































調査以降では、「岩手県石神村調査」（昭和 9年 9月 23日、昭和 10年 7月、昭和 11年 9月）、「朝鮮多













































巻号 題名 著者 刊行年
1 彙報第 2 小學生の調べたる上伊那川島村鄕土誌 竹内利美編著 昭和 9年 11月 23日
2 彙報第 4 男鹿寒風山麓農民手記 吉田三郞著 昭和 10年 3月 1日
3 彙報第 3 羽後角館地方に於ける鳥蟲草木の民俗學的資料 武藤鐵城著 昭和 10年 5月
4 ノート第 2 明治前期を中心とする　内房北部の漁業と漁村經濟（上）〔見聞記〕山口和雄著 昭和 10年 10月 10日
5 ノート第 6 喜界島生活誌調査要目 岩倉市郞編 昭和 10年 11月 5日
6 ノート第 4 隠岐島前に於ける糸満漁夫の聞書 櫻田勝徳著 昭和 10年 11月 15日
7 彙報第 5 武藏保谷村鄕土資料 高橋文太郞著 昭和 10年 12月 10日
8 ノート第 3 隠岐島前漁村採訪記 櫻田勝徳、山口和雄著 昭和 10年 12月
9 ノート第 5 美保ノ關安藝三津伊豫大三島漁村見聞記
櫻田勝徳、山口
































漁業と漁村經濟（上）〔見聞記〕』昭和 10年 10月 10日）に次ぐ刊行であり、民具研究における刊行


































































































に静養をするべく昭和 10年 11月 11日から昭和 12年 5月 1日、出身地の喜界島へ向かう。この喜界島
での静養中に小学校教員時代の教え子である拵嘉一郎とともに調査を行い、その後、『喜界島生活調査
要目』（昭和 10年 11月）をはじめ『喜界島農家食事日誌』（昭和 13年 11月）、『喜界島阿伝村立帳』



















































っていた時期においても、早川が昭和 9年 10月に黒島、翌 10年 6月悪石島と補完的な調査を行なって
いる。しかし、その進捗具合は決して良いとはいえない状態だったのではないか。結果論だが、薩南十
島調査の場合は複数の報告者、遠隔地の報告者といった執筆体制、複数年に亘る長期的調査、島嶼とい
う複数地域の調査などといった条件・理由により報告書刊行は実現しなかった。この実現しなかった薩
南十島調査における報告書作成までの経験を元に、第二次隠岐調査では現段階でまとめられるものから
刊行しようとした可能性が考えられるであろう。
